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＜連絡事項＞

· 修理が必要だと思われる箇所を見つけた時は、日誌の備考欄や連絡事項欄に記入すること。

· カルテチェック今日までに終了させること（それでも出来ない場合は11/30まで）。プログラム記録は3ヵ月分が監査の対象となる。

· 年末調整の記入用紙、明日までに総務に提出とのこと。

· 明日（11/27）院内研修ある為、日勤スタッフは参加すること。

· 来月のカンファレンスの予定を立てるので、事例検討希望者があれば中居まで。

· クリスマス（12/21）のメニューが決定しているので、各自確認とのこと。

＜外来情報＞

森田　　清助様～風邪気味でナイトケアを休んでいたと話されている。現在は体調は改善しており、食事も摂れているとのこと。体調を見て、調子がよくなったらナイトケアに通所するように説明している。

本多　　富美様～最近は21時頃に寝ているため、二重服薬はなく、睡眠も摂れているとのこと。体温37℃と微熱で、鼻声きかれている為、総合感冒剤が3日分処方となっている。

本田　　英之様～行政書士の試験について、来年も受けたいと話されている。週末に外泊し、家族にそのことを話したところ、母親としては、試験を受けるならデイケアを退所してバイトをして欲しいと希望があったとのこと。主治医より、基礎作りとして、通所は続け、就労プログラムを受けるよう説明している。

晴山　美智子様～土曜日にスタミナ太郎に行ってきたとのこと。前回、眠剤が追加処方となってから睡眠は取れているが、寝すぎると話されている。家事は一通り行っているが、料理だけは、以前に天ぷらを作ろうとして火事を起こしそうになったことがある為、家族から止められている。本人就労希望しているが、就労したいならまずデイケアに通所するよう青明舎スタッフから説明されたとのこと。主治医からもデイケアはなるべく通所するように説明されている。体重93.8kg、徐々に減少傾向。

我満　奈津紀様～「日中、億劫で動きたくない。週末の連休も、掃除も何も出来なかった」と話されている。落ち込んでいるわけではないが、眠すぎて動きたくなく、やることも沢山ある為、気持ちばかりが焦ってしまうとのこと。それにより、タバコの量も増えていると話されている。主治医からは、通所を軸とした、規則正しい生活をするよう説明されている。

＜利用者様情報＞

久保　　興介様～本日、2ヶ月ぶりに来所されている。免許取得の為に休むと話されていたが、自己啓発セミナーに通っていたとのこと。セミナーについては、「友人が出来た」「身になったのかな？」と話されている。以前から、緊張すると吐き気がするとのことで、セミナーに通っていたときも吐き気がすることはあったが、食事と内服は出来ており、睡眠も取れていたとのこと。本日、「具合が悪い」と話しており、表情冴えず。「久しぶりだから緊張しているのかも。駄目な時は休みたい」と自己表現できている。その後も不調訴え、昼食は不食。静養室で2時間程休まれている。14：30自ら起きており、プログラムも参加されている。

宮　　陽子　様～気分高揚さあり、久しぶりに来所された利用者様や、入院された利用者様について大声で話されていることあるが、それなりに自制できている様子。

鈴木　　茂子様～外来の栄養指導にて、一日1400kcal程度が良いとのことで、本日より食事変更となっている。最近通所されていないので、通所日の検討や生活状況など、本人より話を聞いて確認すること。

淡路　智恵子様～先週金曜日、水曜日にエアロビクスを行って筋肉痛になったとのことで、エアロビクス参加せずにいる。スタッフからは参加促しており、講師からも休むよう許可が出ていないにも関わらず、「先生が良いって言ってた」と話し参加せずにいる。スタッフ・講師ともに、本人には参加を促すようにすることとする。

＜業務改善＞

○入浴カードについて

　・入浴料支払いについては、入浴カード制（１枚10回分千円）に移行して行く方向。移行するにあ

たって、1ヶ月の調整期間を置く。

　・カード購入制にすると、「1度だけ利用してみたい」という利用者様にとって利用しづらい為、試しに入浴したい場合は百円で入浴可能。よかったらカード購入を勧めてみる。

　・青山荘・青風荘利用者様は入浴料無料。その二施設の入浴についても、青陽館の入浴に移行する予定（検討中）。

　・青陽館の入浴日（湯船に湯を張る日）は、月・水・金とする。

　・入浴カードは青明舎にも販売用に渡すが、調整機関は内部の利用者様のみへの販売とする。

○プログラムについて

　・来年1月開始のクールより（1クール3ヶ月）、プログラム調整予定。

　・新プログラムや廃止プログラム、グループ分けも合わせて検討行っていく。

　・プログラムを行った上で結果を出し、利用者様へ与えた影響・結果を評価し、報告する必要がある。

　・また、実施計画に沿った評価ができるように、経過報告書式も改善する必要がある。

　・デイケア指示箋が、入所当時（数年前）のまま変わらない利用者様もいるため、評価した上で新たな指示箋を戴く必要がある。










